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総
会
は
三
谷
啓
子
副
会
長

の
司
会
で
進
行
。
菅
沼
会
長

か
ら
こ
の
１
年
間
の
事
業
推

進
に
対
す
る
お
礼
が
述
べ
ら

れ
、
続
い
て
日
髙
義
博
理
事

長
・
学
長
が「
黒
門
の
復
元
や

英
語
翻
訳
本
の
刊
行
な
ど
、

育
友
会
の
皆
様
か
ら
の
ご
支

援
、
ご
協
力
に
感
謝
し
ま

す
。
本
学
は
昨
年
、
創
立
１

３
０
年
を
迎
え
、
社
会
の
屋

台
骨
を
支
え
る
人
材
を
高
等

教
育
に
よ
っ
て
育
て
る
こ
と

を
使
命
に
、
２１
世
紀
の
ビ
ジ

ョ
ン『
社
会
知
性
の
開
発
』を

掲
げ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は

４
年
間
で
終
わ
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
学
生
が
実
社
会

に
出
て
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
学
生
を
基
本

に
据
え
た
大
学
づ
く
り
が
大

切
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
来
賓
の
桃
野
直
樹

校
友
会
副
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
は
、
「
０９
年
度
事
業

報
告
・
同
決
算
報
告
」
が
な

さ
れ
、
「
学
生
に
対
す
る
援

助
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

「
１０
年
度
事
業
計
画（
案
）・

同
予
算（
案
）」
な
ど
が
審
議

さ
れ
、
多
数
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
再

選
さ
れ
た
菅
沼
会
長
は
「
ご

承
認
い
た
だ
い
た
事

業
計
画
の
実
行
が
私

の
使
命
。
育
友
会
は

大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
ご
父
母
に
届

け
る
と
い
う
重
要
な

役
割
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
を
徹
底
し

た
い
。
小
説
や
英
訳

本
、
映
画
な
ど
の
媒

体
を
使
っ
て
、
専
大

の
名
を
一
層
社
会
に

知
ら
し
め
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

昨
年
度
に
続
き
、
全
国

１
万
８
０
０
０
人
の
育
友

会
員
の
先
頭
に
立
つ
。

「
私
た
ち
親
も
、
夢
を

見
て
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
。
１
年
前
の

会
長
就
任
時
に
語
っ

た
言
葉
だ
。

創
立
１
３
０
年
の

昨
年
は
大
車
輪
の
活

躍
。
創
立
者
４
人
の

米
国
留
学
時
代
を
活

写
し
た
『
蒼
翼
の
獅

子
た
ち
』
（
志
茂
田
景
樹

著
）
の
英
語
翻
訳
本
刊
行

と
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

「
黒
門
」
復
元
と
い
う
２

大
事
業
を
成
し
遂
げ
た
。

「
日
本
語
で
法
律
・
経
済

を
教
え
る
学
校
」
を
開
設

し
た
４
人
の
志
に
共
感
。

「
そ
の
精
神
を
、
世
界
に

も
広
げ
た
い
」
と
い
う
夢

の
実
現
へ
一
歩
近
づ
い

た
。そ

し
て
今
年
度
は
―
。

「
育
友
会
の
原
点
回
帰

を
し
た
い
。
育
友
会
本
来

の
役
割
を
も
う
一
度
見
直

し
、
大
学
や
学
生
た
ち
に

関
す
る
情
報
を
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
届
け
る
使
命
で

す
。
今
ま
で
以
上
に
迅
速

に
き
め
細
か
く
、確
実
に
」

特
に
学
費
納
入
が
困
難

に
な
っ
た
学
生
た
ち
の
支

援
に
万
全
を
期
し
た
い
と

強
調
。
支
部
懇
談
会
の
充

実
、
就
職
活
動
支
援
や
ス

ポ
ー
ツ
応
援
の
推
進
も
。

「
箱
根
駅
伝
の
応
援
は
、

子
ど
も
も
親
も
一
緒
に
繰

り
出
せ
る
よ
う
に
な
れ
た

ら
い
い
」。

大
学
生
の
親
が
そ
こ
ま

で
や
る
必
要
が
あ
る
の
か

と
言
う
人
も
い
る
が
「
保

護
者
な
ら
で
は
の
役
割
が

あ
る
は
ず
。
そ
の
た
め
の

情
報
を
も
れ
な
く
伝
え
る

こ
と
が
我
々
の
役
目
で

す
」。東

京
新
聞
の
社
会
部
、

政
治
部
を
中
心
に
新
聞
記

者
生
活
３０
数
年
。
現
在
、

編
集
局
次
長
。
撮
影
中
の

映
画
『
学
校
を
つ
く
ろ

う
』
（
原
作
『
蒼
翼
の
獅

子
た
ち
』
）
の
長
野
ロ
ケ

で
は
、
朝
刊
業
務
を
午
前

３
時
に
終
え
、
商
学
部
２

年
次
の
三
男
と
共
に
エ
キ

ス
ト
ラ
と
し
て
出
演
し
た

∥
１
面
に
記
事
。

多
忙
な
日
々
の
中
で
の

サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
。
「
楽

し
い
で
す
よ
。
自
分
の
こ

と
を
中
心
に
突
っ
走
っ
て

い
た
若
い
こ
ろ
に
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
」。

次
世
代
を
後
押
し
す
る

基
盤
作
り
。
こ
れ
も
親
が

見
る
夢
に
違
い
な
い
。
５４

歳
。

２
０
１
０
年
度
育
友
会
定
期
総

会
（
菅
沼
堅
吾
会
長
）
が
６
月
５

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
本
部
・
支
部
役
員
と
専
修

大
学
役
員
・
教
職
員
な
ど
１
７
６

人
が
出
席
、
会
長
に
菅
沼
堅
吾
氏

が
再
選
さ
れ
た
。

今
年
も
キ
ャ
ン
パ
ス
を

行
き
交
う
学
生
た
ち
や
、

そ
こ
こ
こ
で
談
笑
す
る
学

生
た
ち
で
、
我
が
専
大
も

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
る

で
、
「
個
」
が
重
な
り
合

っ
て
、
い
く
つ
も
の
巨
大

な
塊
が
動
き
回
っ

て
い
る
か
の
よ
う

で
す
。
迫
力
と
あ

る
種
の
生
命
力
を

感
じ
ま
す
し
、
大

学
た
る
も
の
そ
う

で
な
け
れ
ば
と
は

思
い
ま
す
。
で

も
、
ほ
ん
の
少

し
、
心
に
引
っ
掛

か
る
の
で
す
。

集
団
の
中
に
い
て
、
そ

の
こ
と
で
安
心
感
と
充
足

感
を
得
て
い
ま
せ
ん
か
。

僕
ら
は
社
会
的
な
存
在
で

す
か
ら
、
多
く
の
人
と
の

交
わ
り
を
通
し
て
、
居
心

地
の
良
さ
を
感
じ
る
の

は
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で

す
。
筆
者
の
心
配
は
、
そ

こ
に
安
住
し
て
し
ま
っ

て
、
自
分
自
身
を
見
つ
め

る
こ
と
を
お
ろ
そ
か
に
し

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
集
団
へ
の
埋
没
症

状
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
か
け
が
え
の
な
い
自

己
の
存
在
を
否
定
す
る
だ

け
で
な
く
、
他
者
を
も
な

い
が
し
ろ
に
す
る
態
度
だ

か
ら
で
す
。
自
分
自
身
を

大
切
に
す
る
こ
と
は
、
集

団
の
中
で
の
自
分
の
立
ち

位
置
を
自
分
で
選
択
し
、

他
者
の
立
ち
位
置
を
尊
重

す
る
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
頭
を
か

す
め
る
の
で
す
。そ
こ
で
、

こ
の
場
を
借
り
て
、
推
薦

し
た
い
本
が
あ
り
ま
す
。

か
な
り
の
長
編
で
す
し
、

軽
や
か
に
読
み
進
む
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
自
分
自
身
を
見
つ
め

直
す
に
は
格
好
の
本
で

す
。『
チ
ボ
ー
家
の
人
々
』

（
マ
ル
タ
ン
・
デ
ュ
・
ガ
ー

ル
著
、
白
水
Ｕ
ブ
ッ
ク

ス
）。つ

む
じ
曲
が
り
の
少
年

ジ
ャ
ッ
ク
と
恐
ろ
し
く
内

気
な
少
女
ジ
ェ
ン
ニ
ー
の

苦
渋
に
満
ち
た
自
己
探
求

の
大
河

小
説
で
す
。
そ

の
他
は
読
ん
で
の
お
楽
し

み
と
い
う
こ
と
に
し
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
図
書
館

へ
一
走
り
。
早
い
者
勝
ち

だ
よ
！

（
学
生
部
）

翌
６
月
６
日
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
全
国

支
部
長
会
は
、本
部
役
員
、支

部
長
ら
１
２
５
人
が
出
席
。

円
滑
な
支
部
運
営
を
目
指

し
、
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
菅
沼
会
長
、
田

中
實
常
務
理
事
、
庄
菊
博
育

友
会
主
任
教
授
（
法
学
部
教

授
）
が
あ
い
さ
つ
。
菅
沼
会

長
を
議
長
に
議
事
が
進
行
さ

れ
、
事
務
局
か
ら
支
部
活
動

交
付
金
、
支
部
活
動
特
別

援
助
金
の
利
用
例
や
申
請

方
法
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

た
後
、
質
疑
が
行
わ
れ

た
。ま

た
、
校
友
会
の
水
﨑

保
男
総
務
部
長
が
校
友
会

に
つ
い
て
説
明
し
、
一
層

の
連
携
強
化
を
求
め
た
。

最
後
に
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
前
に
復
元
さ
れ
た

「
黒
門
」
に
移
動
し
、
出

席
者
全
員
で
記
念
撮
影
を

行
っ
た
。

【
高
校
生
向
け

講
座
情
報
】

◆
文
学
部
英
語
英
米
文
学
科

〈
高
校
生
の
た
め
の
英
語
学

習
法
〉

▽
日
時
∥
７
月
１０
日
（
土
）

９
時
５０
分
～
１２
時
３０
分
▽
プ

ロ
グ
ラ
ム
①
「
英
語
習
得
へ

の
道
」
②
「
コ
メ
デ
ィ
ド
ラ

マ
でE

N
G
L
I
S
H

」
＊
２
つ

の
講
座
を
受
講
可
能
▽
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
▽
１
０
０
人

（
先
着
順
）


・
�
学
長
室
企
画
課

☎
０４４
（
９１１
）
１
２
５
２

◇

◆
経
営
学
部

〈
高
校
生
の
た
め
の
経
営
学

実
践
講
座
―
「
夢
を
カ
タ
チ

に
す
る
挑
戦
」
ス
テ
キ
な
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
よ
う
〉

▽
日
時
∥
７
月
１８
日（
日
）１０

時
３０
分
～
１６
時
（
当
日
は
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
）

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

締
切
６
月
２５
日
。


・
�

経
営
学
部
☎
０４４

（
９１１
）
１
２
５
６

※
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

こ
の
委
員
会
の
役
割
は
、

専
修
大
学
と
い
う
組
織
内
で

の
卑
劣
な
行
為
を
防
止
し
、

明
る
く
安
心
し
て
教
育
・
研

究
・
労
働
・
学
習
が
で
き
る
場

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
教
育
機
関
と
し
て
の

大
学
が
行
う
べ
き
対
策
で
あ

る
。
前
者
は
大
学
と
い
う
組

織
及
び
場
所
で
起
き
や
す
い

こ
と
は
確
か
に
あ
る
が
、
万

一
発
生
し
た
場
合
の
対
応
で

あ
る
。
こ
れ
は
公
正
そ
し
て

厳
格
に
対
処
す
る
。
防
止
策

の
最
も
重
要
な
点
は
、
通
報

体
制
を
充
実
す
る
こ
と
で
あ

る
。
通
報
者
の
秘
密
は
守
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
加
害
者
と
言
わ
れ
た
人
を

安
易
に
犯
人
扱
い
は
絶
対
で

き
な
い
。
両
者
の
人
権
を
守

り
つ
つ
、
厳
正
な
解
決
を
導

く
こ
と
に
よ
り
明
る
い
キ
ャ

ン
パ
ス
、
安
心
し
て
働
き
学

べ
る
場
に
な
る
の
で
あ
る
。

次
は
教
育
機
関
の
果
た
す

役
割
、
大
学
の
社
会
的
使
命

に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
次
世
代
の
人
材
育

成
を
大
学
は
社
会
か
ら
使
命

と
し
て
託
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
人
材
に
セ
ク
ハ

ラ
が
い
か
に
卑
し
い
こ
と

か
、
愚
か
な
こ
と
で
し
て
は

い
け
な
い
か
を
理
解
さ
せ
る

場
を
増
や
し
た
い
。
講
演

会
、
研
修
会
を
回
数
は
多
く

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
適

切
な
時
期
に
教
職
員
の
み
な

ら
ず
学
生
も
出
席
で
き
る
よ

う
に
し
て
開
催
す
る
。
特
に

専
修
大
学
の
卒
業
生
か
ら
こ

の
よ
う
な
卑
劣
な
こ
と
を
行

う
人
間
を
出
さ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
啓
発
活
動
と
広

報
活
動
を
重
視
し
た
い
。

（
黒
田

彰
三
）

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
（
委
員
長
∥
黒
田
彰
三
経
済
学
部
教

授
）
は
、
今
年
４
月
に
委
員
が
交
代
し
、
新
た
な
体
制
と
な
っ
た
。

「
明
る
く
、
安
心
し
て
教
育
・
学
習
な
ど
が
で
き
る
環
境
に
」
と
い
う
委
員
会
の
活

動
方
針
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

Ｅ－mail

sekuhara@acc.senshu-u.ac.jp

＊留守番電話・ファクス・Ｅメー

ルで相談を受け付けています。留

守番電話の録音内容・ファクスで

の通信内容・メール内容等は、守

秘義務のあるセクハラ防止委員し

かアクセスできないようになって

います。安心してご相談くださ

い。

黒田 彰三（委員長）

※以下５０音順

【教員】岩井 宜子 岡田もえ子

岡村 陽子 荻原 幸子

坂口 幸雄 前川 亨

本江 渉

【職員】北村まゆみ 齊藤 公男

佐藤 公子 福田 竜也

古瀬 瑞子

（委員に直接連絡を取っていただ

いてもかまいません）

※セクシュアル・ハラスメント防

止委員会ホームページ

http : / / www. senshu-u. ac. jp /

campuslife（このページからア

クセスできます）

こ
の
た
び
の
、
宮
崎
県

で
発
生
し
た
口
蹄
疫
に
よ

り
、
大
き
な
不
安
と
混
乱

の
中
で
生
活
す
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
皆

様
の
ご
心
情
を
お
察
し
す

る
と
と
も
に
、
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
学
業
生
活
に
支

障
を
き
た
す
よ
う
な
重
大

な
被
害
を
受
け
た
世
帯
の

学
生
の
方
へ
で
き
る
限
り

支
援
を
行
い
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
該
当
者
は

各
担
当
窓
口
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

▽
学
生
生
活
課
（
生
田

・
神
田
）
▽
二
部
事
務
課

▽
大
学
院
事
務
課
（
生
田

・
神
田
）
▽
法
科
大
学
院

事
務
課

※
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。

１
２
５
人
参
加
し
全
国
支
部
長
会

宮
崎
県
口
蹄
疫
発
生
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
学
生
の
方
へ

円
滑
な
支
部
運
営
へ
意
見
交
換

菅沼 堅吾会長を再任

▲ ２０１０年度の新役員が紹介された

あいさつする

日髙理事長・学長

▲ あいさつする庄菊博主任教授

「
安
心
し
て
学
べ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
」

必
要
な
情
報
を
確
実
に
会
員
へ

集団の中の「個」

▲ 学生用のパン
フレット

さ
ん

すが ぬま けん ご

菅沼 堅吾

☎ ０４４‐９００‐７８５８

セクシュアル・ハラスメント

専用電話・ファクス

防 止 委 員

第４７７号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１０年（平成２２年）６月１５日（９）


